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教育委員会事務局施設財務課
■改正の理由

　　　平成22年10月に策定された本府「財政構造改革プラン（案）」に基づき、高等学校入学料の水準について再点検したところ、一部において国が定める標準となる額に達していないものがあったため、所要の改正を行う。
　　　今回改正の対象とする入学料については地方交付税制度の中で単位費用として都道府県の標準となる額（以下「標準額」という。）が定められており、平成９年度までは本府においても当該標準額にあわせた改正を行ってきた。しかしながら、平成12年度に全日制課程の授業料額を本府独自のものに設定したことにともなって、標準額を上回ることとなったことなど総合的な判断のもと、当該課程の入学料については平成13年度に国が定める標準額が改定されても従来のまま据え置いてきたところである。

　　　平成22年度より、国の授業料無償化制度が開始されたことにより、府立高等学校における授業料についても他府県と同様に無償としたこと、また定時制及び通信制の課程については平成13年度より標準額と同額の入学料を徴収していることから、全日制及びこれに準じる課程における入学料についても国が定める標準額と同額に改定を行うもの。

　　　なお、フルコスト計算によると、国が定める標準額を上回ることとなるため、当該標準額にあわせた改正を行うもの。
■改正の内容
　　　標記条例第４条に規定する高等学校に入学を許可された者が納付しなければならないと定める入学料の一部について、改正を行う。
　　　　（　区分　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（現行金額）　　　　　　　　（改定後金額）

1 全日制の課程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，５００円　　　　　　　　　５，６５０円
2 定時制の課程で昼間においてのみ授業を行う課程　　　　　　　　　　５，５００円　　　　　　　　　５，６５０円
3 定時制の課程で昼間及び夜間において授業を行う課程のうち、
昼間において授業を行う課程に在籍する場合 　　　　　　　　　　　 ５，５００円　　　　　　　　　５，６５０円

■施行期日
　　　　平成24年４月１日
■政策アセスメント・制度間調整

　・条例改正（案）について、今後、知事からの意見聴取がある予定。
　・改定額は、平成24年度以降に入学料の納付義務が発生する者より適用する（なお、平成24年度当初の新入生については、平成23年度調定のため改定前の額を適用）。
